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■ 事業の概要 

（外観上は基準に適合しているブロック塀の更なる安全対策） 
外観上は建築基準法施行令の基準に適合しているものの、設置年月が不明なため、ブロッ

ク塀内部の鉄筋の状況など詳しい内部点検は実施せずに、小学校９校、中学校１校のブロッ

ク塀の改修工事を補正予算により実施します。 

〔内部配筋の基準〕 

・ 壁内には径９ｍｍ以上の鉄筋を縦横に 80ｃｍ以下の間隔で配置する。（建築基準法施

行令第 62 条の 8 第 4 号） 

・ 鉄筋の末端はかぎ状に折り曲げて、縦筋は壁頂及び基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれ

ぞれかぎ掛けして定着する。（同第 6号） 

番号 学校名 塀等の構造等 長さ 高さ 
１ 三俣小学校（ﾌﾟｰﾙ周り） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ２４ｍ 0.85ｍ 
２ 礼羽小学校（民地境界、ｷｭｰﾋﾞｸﾙ） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ２９ｍ 1.6ｍ、0.9ｍ 
３ 水深小学校（ﾊﾞｯｸﾈｯﾄ） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ８ｍ 0.85ｍ 
４ 大越小学校（ｷｭｰﾋﾞｸﾙ） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ３４ｍ 0.67ｍ 
５ 騎西小学校（ｷｭｰﾋﾞｸﾙ） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 １６ｍ 1ｍ 
６ 種足小学校（民地境界、ｷｭｰﾋﾞｸﾙ） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ６１ｍ 1.6ｍ、0.83ｍ 
７ 鴻茎小学校（ｷｭｰﾋﾞｸﾙ） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ２６ｍ 0.75ｍ 
８ 北川辺東小学校（駐車場） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ８２ｍ 0.7ｍ 
９ 大利根東小学校（道路沿い） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ３９ｍ 0.65ｍ 
１０ 加須西中学校（裏門） ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造 ８ｍ 1.2ｍ 

 

■ 参考（これまでの安全対策の経過） 
平成３０年６月１８日に発生した大阪府北部地震を受け、平成３０年６月１９日から７月

１０日までの期間に、建築基準法施行令を基準にブロック塀の高さやブロック塀を支える控

壁の有無及び亀裂等を目視等で確認しました。 

これにより、平成３０年度予算（予備費・補正）及び令和元年度当初予算において、外観

上、基準に適合していないブロック塀のある小学校６校、中学校３校の改修工事を実施し、

危険なブロック塀を解消しました。 

 

■ 補正予算額  １３，６９８千円 

（小学校施設整備事業 13,363 千円・中学校施設整備事業 335 千円） 

小中学校のブロック塀等の安全対策工事の実施 
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